４　災害時における心のケア
（１）園児の心のケア　
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園児の心のケアについて①
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· 園児の心のケアについて②


地震発生！





専門家への相談を勧める








希望が持てるような


具体的な声がけをする





回　復





医師・カウンセラー等の


専門家に相談








ＰＴＳＤ


（心的外傷後ストレス障害）





・災害の光景の夢を何回も見る


・恐ろしい体験に関係した事柄をさけようとする


・興味の減退、物忘れ、集中力の欠如等が起こる


・孤立傾向が強まり、神経質になる


・頭痛、腹痛、食欲不振等の生理的反応が生じる


・よく眠れない








保育者等 の 対 応





保育者等 の 対 応





強いストレス


（心の傷）





肉親を失う・家屋に被害等

















温かい気持ちで接し


勇気づける


勇気づける








・災害の光景の夢を何回


も見る


・恐ろしい体験に関係した事柄を避けようとする


・興味の減退、集中力の欠如等が起こる


・神経が過敏になり、いらいらしやすい


・頭痛、腹痛、食欲不振等


の生理的反応が生じる


・よく眠れないなどの症状が現れる





・身体検査等の実施による


必要な処置


・やさしい言葉かけや抱き


しめるなどし、安心させる


・元の状態に必ず戻るとい


うことを伝え、安心させる








・数か月後にＰＴＳＤの症状が現れる





・頭痛、腹痛、吐き気等の身体的症状が現れる





・園児の安全を確保できる


場所や状況の確保


・外傷等の手当


・食料品等の確保





・不安と恐怖を強く訴え、抑うつ、不安感、絶望感、過活動等、著しく重い症状が現れる





災害から１か月程度


精神症状期





災害から１週間程度


身体反応期





災害から１か月以後


心的外傷後ストレス障害（ＰＴＳＤ）





アニバーサリー反応





災害から２～３日


急性反応期





地震発生！





災害後、園児に現れる可能性のある症状とその対応





・保護者等と連携して、日


ごろから園児を観察し、症状が現れた時は話を聞くなど、安心させる


・医師やカウンセラー等の


専門家の受診を勧める　





・早期に、医師やカウンセラー等の専門家の受診を勧める


・園児の話をしっかり聞き、共感的に受けとめる


・元の状態に必ず戻るとい


うことを伝え、安心させる　　　　　　　　　


・友達と遊んだり話したり


する機会をつくる





・災害が発生した日が近づくと、不安定になるなど、種々の反応が表れる





・保護者等との連携により、園児の不安を少なくする





・園児の話をしっかり聞き、共感的に受けとめる


・元の状態に必ず戻るとい


うことを伝え、安心させる





・集中力がなくなる、うつ状態、あるいは、躁うつの両面が交互に現れるなどの精神的症状が現れる





災害から数か月後


遅発性ＰＴＳＤ





　　　 　対　　応





　　　　 症　　状








